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日
々
暖
か
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
寒
い
寒
い

時
期
か
ら
抜
け
出
し
一
番

良
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
▼
さ
て
、
私
の
住

ん
で
い
る
甲
東
地
区
で
は
、
去
る
2
月

28
日
朝
9
時
30
分
よ
り
市
内
で
初
め
て

甲
東
小
学
校
区
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
寒
い
時
期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

も
し
か
し
た
ら
の
た
め
に
、
子
ど
も
か

ら
シ
ニ
ア
ま
で
5
5
0
人
を
超
え
る
地

域
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
▼
防

災
訓
練
に
関
し
て
は
、
が
れ
き
に
挟
ま

れ
た
人
の
ジ
ャ
ッ
キ
使
用
に
よ
る
救
出
、

A
E
D
の
操
作
方
法
、
土
の
う
づ
く
り
、

ま
た
消
防
の
関
係
で
は
、
消
防
ホ
ー
ス

で
の
放
水
の
仕
方
な
ど
な
ど
命
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。
▼
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
も
大
勢
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
各

団
体
の
方
々
が
炊
き
出
し
を
し
て
、
最

後
に
は
豚
汁
と
ア
ル
フ
ァ
米
（
非
常
食
）

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
が
一
体
と

な
り
訓
練
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
▼
災
害
は
い
つ
く
る
か
は
想
定
外
。

万
が
一
に
備
え
て
い
れ
ば
そ
の
時
の
た

め
、
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
で
今
回
の
防
災
訓

練
の
体
験
が
役
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
災
害
が
こ
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

（
中
務
）

こんにちは！「あいさつ」から広がる友愛活動

月刊

里
山
は
か
す
か
な
花
色
を
残
し
若
緑
に
包
ま
れ
た

幾
重
に
も
連
な
る
そ
の
濃
淡
に
無
限
の
奥
深
さ
を
感
じ
る

山
肌
か
ら
裾
野
に
広
が
る
幾
何
学
模
様
の
波
が
ま
ぶ
し
い

あ
か
ね
だ
す
き
に
姉
さ
ん
か
ぶ
り
の

茶
摘
み
レ
デ
ィ
が
大
人
気

人
び
と
の
く
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
緑
茶

産
地
に
も
よ
る
が
二
番
茶
な
ら
八
月
上
旬
ま
で
穫
れ
る
と
か

五
月
は
早
苗
の
成
長
と
共
に
田
園
の
鼓
動
が
伝
わ
る
季
節

　写真提供　田中　積氏（用海校区）
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※
か
ん
ぽ
の
宿
か
ら
会
員
証
の
説
明

※ 
西
宮
市
人
事
異
動
（
平
成
27
年
4
月
1
日
）

　

 
田
中
厚
弘
健
康
福
祉
局
長⇒

上
下
水
道
事
業

管
理
者

　

土
井
和
彦
健
康
福
祉
局
長
←
土
木
総
括
室
長

　

 

津
路
明
之
福
祉
総
括
室
長⇒

総
務
局
税
務
部

長

　

太
田
垣
博
志
福
祉
総
括
室
長
←
福
祉
部
長

　

 

町
田
竹
之
地
域
共
生
推
進
課
長⇒

福
祉
部
長

　

 

松
本
寛
地
域
共
生
推
進
課
長
←
総
務
課
長
西

宮
市
社
会
福
祉
協
議
会

※
新
任
校
区
老
連
会
長
に
つ
い
て

　

大
社
校
区　

中
村
二
郎
会
長⇒

宮
野
勲
会
長

　

 

上
ヶ
原
校
区　

小
畑
重
治
会
長⇒

細
見
五
郎

会
長

【
議
案
事
項
】

一
、
平
成
26
年
度
事
業
報
告
（
案
）
及
び
平
成

27
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

二
、
平
成
26
年
度
決
算
書
（
案
）
及
び
平
成
27

年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

〈
広
報
部
〉

◦ 

月
刊
い
ぶ
き
第
1
8
8
号
4
月

発
送
済
み

◦ 

月
刊
い
ぶ
き
第
1
9
0
号
6
月

号

　

 

原
稿
依
頼
（
原
稿
締
切
：
5
月

13
日
㈬
）

〈
文
化
教
養
部
〉

◦ 

囲
碁
教
室
の
開
催
（
5
月
7
日

～
7
月
30
日
の
月
・
木
曜
日
）

◦ 

カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
開
催

　

6
月
5
日
、
12
日
、
19
日
（
各

金
曜
日
）

〈
体
育
部
〉

◦ 

委
員
会
の
開
催
案
内

　

5
月
12
日
㈫
午
後
1
時
30
分

◦ 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
（
5
月
22

日
㈮
）
申
込
締
切
：
4
月
30
日
㈭

〈
女
性
部
〉

◦ 

委
員
会
の
開
催
案
内

　

6
月
2
日
㈫
午
後
1
時
00
分

〈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
〉

◦ 

会
員
増
強
及
び
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
支

援
チ
ー
ム
か
ら
の
報
告

　

 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
（
提
出
期
限
：
5

月
13
日
㈬
）

〈
事
務
局
〉

◦ 

こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
（
7
月
分
）
の
割
当

◦ 

県
老
連
か
ら
か
ん
ぽ
の
宿
の
利
用
に
つ
い
て

※ 
次
回
の
定
例
会

　

5
月
13
日
㈬
西
宮
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
役
会
：
午
前
10
時

理
事
会
：
午
後
1
時
30
分

　

灘
五
郷
の
ひ
と
つ
、
江
戸
時
代
か

ら
酒
造
り
で
栄
え
た
「
今
津
」。
江

戸
へ
、
酒
を
早
く
送
る
た
め
、
港
が

造
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
潮
時
、
今
津

灯
台
の
南
に
細
長
い
古
び
た
石
の
岸

壁
が
見
え
隠
れ
し
て
い
て
、
当
時
の

港
の
面
影
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

今
か
ら
2
2
2
年
前
の
寛
政
5

（
1
7
9
3
）
年
、
米
屋
伊
兵
衛
が

港
を
築
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
港
か
ら
、
樽
廻
船
で
太
平
洋

の
荒
波
を
渡
り
、
江
戸
ま
で
酒
樽
を

届
け
る
の
は
、
嵐
や
海
難
事
故
に
た

び
た
び
遭
い
大
変
な
こ
と
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
大
関
酒
造
・
長
部
家
五

代
目
当
主
長
兵
衛
が
、
航
海
の
安
全

を
祈
り
、
私
費
で
今
津
浜
に
灯
台
を

造
り
ま
し
た
。
文
化
7（
1
8
1
0
）

年
、
菜
種
油
で
灯
り
を
点
し
、
今
津

港
の
目
印
と
な
っ
た
「
今
津
灯
台
」。

何
度
も
修
理
さ
れ
、
今
も
緑
の
火
を

灯
し
、
現
役
の
航
路
標
識
と
し
て
輝

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
灯
台
横
に
は
、「
樽
廻
船
」「
今

津
港
築
港
二
百
年
記
念
」「
通
船
安

全
」「
福
應
神
社
御
旅
所
」
の
石
碑

が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
「
通
船
安
全
」
の
碑
は
、
築
港
に

尽
力
し
た
米
屋
伊
兵
衛
を
顕
彰
す
る

た
め
に
酒
造
家
た
ち
が
建
立
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
「
樽
廻
船
」
の
碑
は
、
今
津
灯
台

1
8
0
周
年
を
記
念
し
て
平
成
2
年

に
建
立
。

　
「
今
津
港
築
港
2
0
0
年
記
念
」

の
碑
は
平
成
5
年
に
建
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
石
碑
は
、
今
津
灯
台
を

見
守
る
よ
う
に
仲
良
く
鎮
座
し
て
い

ま
す
。

市
老
連
理
事
会  

4
／
8

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

校
区
会
長
便
り　
№
25

　

早
春
の
ひ
と
と
き
、「
健
康
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
梅
の
香
り
を
満
喫
し
な
が
ら

梅
園
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
の
呼
び

掛
け
で
、
用
海
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
恒
例
の

「
甲
東
梅
林
散
策
」
が
、
3
月
8
日
に
83

人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
は
雨
、
次
の
日
は
雪
が
舞
う
寒
さ

で
し
た
が
、
散
策
当
日
は
晴
天
で
温
暖
、

満
開
の
梅
は
高
貴
な
香
り
を
漂
わ
せ
て
、

私
た
ち
一
行
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
自
由
に
集
合
と
い
う
こ
と

で
、
自
宅
か
ら
歩
い
て
参
加
さ
れ
た
方
、

電
車
、
バ
ス
、
バ
イ
ク
で
来
ら
れ
た
方
も

あ
り
ま
し
た
。

　

園
内
は
琴
の
音
も
流
れ
、
梅
の
花
に
カ

メ
ラ
を
向
け
る
人
、
甘
酒
や
柏
餅
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
観
梅
さ
れ
る
人
等
々
。
ま

た
甲
東
公
民
館
内
で
は
、
文
化
祭
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

甲
東
梅
林
は
、
貿
易
商
・
芝
川
又
右
衛

門
氏
が
、
明
治
29
年
こ
の
地
で
果
樹
園
経

営
を
始
め
た
際
に
、
果
樹
の
ほ
か
に
梅
、

桜
、
楓
、
楠
な
ど
の
植
栽
を
行
っ
た
こ
と

が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
39
種
類

の
梅
が
約
2
0
0
本
。
樹
齢
1
0
0
年
を

超
え
る
も
の
も
あ
り
、
一
月
か
ら
三
月
ま

で
と
い
う
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

梅
の
季
語
は
「
春
」、
花
言
葉
は
「
高

潔
」「
気
品
」「
忍
耐
」。
古
来
、梅
は
「
春

告
げ
草
」
と
呼
ば
れ
、
厳
冬
に
耐
え
、
春

を
待
つ
人
に
「
春
は
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま

す
よ
！
」
と
…
。

　

私
た
ち
に
希
望
の
春
、勝
利
の
春
を
と
、

呼
び
か
け
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

用
海
校
区
　
足
立
　
成
子

― 

よ
み
が
え
る
光
景 

―

疎
開
中
の
そ
の
昔
幼
い
弟
妹
た
ち
を
連
れ

上か
み
や
く
の

夜
久
野
駅
に
父
を
迎
え
に
行
っ
た
も
の
だ

そ
の
当
時
バ
ス
も
車
も
な
く

ホ
ー
ム
に
降
り
立
っ
た
父
と
と
も
に

暗
い
夜
道
を
白
百
合
の
讃
美
歌
を
明
る
く
口
ず
さ
み
な
が
ら

て
く
て
く
て
く
て
く
家
路
に
つ
い
た

そ
の
光
景
が
懐
か
し
く
よ
み
が
え
る

今
わ
た
し
は
緩
和
ケ
ア
を
受
け
て
い
る

　
　
　
　

※
広
報
部
長
の
足
立
さ
ん
は
現
在
病
気
療
養
中
で
す
。

　
　
　
　
　

一
日
も
早
い
ご
回
復
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の

名
残
を
残
す
今
津
の
港

今
津
校
区
　

会
長
　
山
﨑
　
武
治

日　　時：6 月 10 日㈬
　　　　　午前 9 時 30 分・午後 12 時 30 分
場　　所：大阪ガス今津総合グラウンド体育館
参加対象：市内在住 60 歳以上の方で
　　　　　会員以外の方
参 加 費：無料
申込方法：往復ハガキに「体力測定午前

希望」か「体力測定午後希望」
のどちらかと住所・氏名・年
齢・電話番号を記入の上申込
んでください。

申込み先：〒 663-8233 西宮市津門川町 2 番 28 号
　　　　　西宮市老人クラブ連合会
　　　　　　　電話　0798-34-3334
申込締切：5 月 22 日㈮まで（消印有効）
※ 会員の方は、各校区の体育委員に申込

んで下さい。

ご
案
内高齢者の楽しい体力測定の開催

甲
東
梅
林
散
策

用
海
校
区
　
石
在
町
南
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
　
越
智
　
伯
匡

～ いざというときに備えて ～

地域安心ネットワーク
にご登録を

地域安心ネットワーク
にご登録を

地域安心ネットワーク
にご登録を

地域安心
ネットワーク
システム

高齢者

民生委員

災害時の
安否確認

迅速な
救援活動日常時

見守り

登録届出書提出

情報検索

登録

届出

市役所
（福祉・防災）、

消防局

【問合せ先】
　西宮市健康福祉局地域共生推進課　☎0798-35-3032

◆地域安心ネットワーク事業とは？
　緊急連絡先やかかりつけ医などの情報を民生委員、市役所
の担当部署（福祉・防災・消防）で共有し、緊急時・災害時に関
係機関が連携して、迅速な救援活動を図ることを目的としてい
ます。また、民生委員による日常の見守りにおいても登録情報を
活用し、生活不安の解消を図ります。
◆対象者は？
　市内にお住まいの65歳以上の方（一人暮しや高齢夫婦の
みで身近に近親者がいなくて不安な方）。

◆登録方法は？
　登録の受付は地域の民生委員が窓口になっています。登録
を希望される方は、担当の民生委員へご連絡ください。民生委
員の連絡先がわからない方、その他ご不明なことがある場合
は、下記までお問合せください。

会員文芸
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阪
神
淡
路
大
震
災
後
、
今
後
大
き
な
地

震
を
引
き
起
こ
す
と
予
想
さ
れ
る
構
造
線

（
大
き
な
断
層
）。
い
っ
た
い
ど
こ
を
通
っ

て
い
る
の
か
を
知
る
た
め
に
「
人
と
自
然

の
博
物
館
」
の
指
導
を
得
て
、
構
造
線
に

沿
っ
て
歩
い
て
み
た
。

　

生
瀬
皇
太
神
社
の
東
側
の
崖
に
粘
土
が

採
取
で
き
る
断
層
が
あ
り
、
そ
れ
が
断
層

破
砕
帯
の
活
断
層
の
露
出
だ
っ
た
。

　

ま
た
震
災
時
に
小
学
校
の
裏
山
の
中
腹

に
、
西
東
一
直
線
に
木
々
が
変
色
す
る
現

象
が
現
れ
た
。

　

有
馬
街
道
沿
い
に
大
多
田
川
を
左
に
見

て
歩
く
と
、「
知
る
べ
岩
」
の
バ
ス
停
の

近
く
に
断
層
地
形
が
現
れ
て
い
る
場
所
が

あ
る
。
船
坂
の
船
坂
橋
の
西
約
40
ｍ
の

段
々
畑
は
、
過
去
に
数
回
動
い
た
断
層
が

露
出
し
た
も
の
で
、
細
長
い
棚
田
の
よ
う

に
見
え
る
。

　

白
水
峡
近
く
の
有
馬
街
道
の
右
奥
に
も

断
層
地
形
を
確
認
で
き
る
所
が
あ
る
。

　

構
造
線
は
有
馬
温
泉
、
白
水
峡
、
蓬
莱

峡
、
生
瀬
に
断
層
露
出
・
断
層
地
形
・
断

層
破
砕
帯
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
表
よ
り
見
れ
ば
、大
多
田
川
の
右
岸（
南

側
）
に
は
地
質
的
に
有
馬
層
群
（
硬
い
岩

盤
）
と
六
甲
層
群
（
六
甲
花
崗
岩
）
の
境

に
、
構
造
線
の
断
層
が
走
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の
第
一
ト
ン
ネ
ル
近
く

の
鉄
塔
の
付
近
を
経
て
、
愛
宕
山
の
中
腹

を
通
り
生
瀬
皇
太
神
社
を
経
由
。
宝
塚
す

み
れ
台
の
マ
ン
シ
ョ
ン
群
の
南
端
か
ら
中

山
に
続
く
北
摂
山
地
の
南
端
と
大
阪
平
野

の
北
端
を
通
り
高
槻
へ
と
続
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
構
造
線
の
位
置
を
知
る
こ
と

に
よ
り
、
今
後
の
防
災
に
役
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

▶初夏の陽気に誘われてスポーツを楽しむ
方々も多くなりました。急に気温があがると
熱中症の危険度も高まります。対策法も色々
報じられています。▶信号無視の自転車にも
要注意。▶総会終了後は、本格的な 27 年度
の取り組みがスタートします。経済の行方も
気がかりですが底辺の広い活動を目指し力を
合わせて頑張りましょう。

編 集 後 記

ご
存
知
で
す
か

有
馬
・
高
槻
構
造
線
を
！

生
瀬
校
区
　
青
葉
台
む
つ
み
会

野
田
　
剛

5・6月の行事予定
 ５月７日～７月３０日 囲碁教室 10：00
 １２日㈫ 体育部委員会 13：30
 １３日㈬ 三役会 10：00
  理事会 13：30
  西宮市との定例会 15：30
 ２２日㈮ グラウンドゴルフ大会 9：00
 （予備日：５月２９日） （大阪ガス今津総合グラウンド）
 ２７日㈬ 市老連社員総会・表彰式
  （勤労会館ホール） 13：00
 ２８日㈭ 文化教養部委員会 13：30
 ６月２日㈫ 女性部委員会 13：00
 ５日・１２日・１９日各㈮ カラオケ教室 13：00
 １０日㈬ 楽しい体力測定 9：30、12：30
  （大阪ガス今津総合グラウンド体育館）
  三役会 10：00
  理事会（校区老連会長会）  13：30
 ２４日㈬ 新任会長・中堅リーダー研修会 13：30

　生瀬地域住民の足として昨年
10 月からの運行実験は順調にい
きましたが、全国初の「住民主導
型の地域交通」を目指しましたの
で、多くの課題が待っています。
が、地域住民の足としての用を満
たし「ぐるっと生瀬」が、本格運行への道を歩みたいと
思っています。
　住民の高齢化によって、独居や夫婦だけの世帯が増
え、車が使えなくなった人たちのために誕生。この「乗
合交通」が町内を走ることによって増え続けている空き
家が減り明るく元気な生瀬のまちがよみがえれば良いな
と願っています。
＊ぐるっと生瀬は阪急タクシーが運行しています

《ぐるっと生瀬運行協議会》


